
C-05 尿量計測回路に用いる電流源を評価するためのレベルシフト回路 

今村吏希*，大橋巧*，野口卓朗*，石川洋平*，清水暁生* 

（*有明工業高等専門学校） 

１．はじめに 
 介護者の負担を軽減するため，本研究室では尿量計測

回路の研究を行っている． 尿量計測に用いられる微小位

相差計測回路には8-bit電流制御型DACで構成された電流

源が必要である．この電流源をUSB接続型の多機能計測

装置Analog Discoveryで制御するためにレベルシフト回

路を検討した [1]．本稿では試作したレベルシフト回路の

測定結果を示す．  

2.8-bit電流源とレベルシフト回路  

図1にAnalog DiscoveryからDACまでの接続方法を表し

たブロック図を示す．本研究で提案している電流源は，

分解能8ビット，振幅500 µA，周波数50 kHzの交流電流を

流す電流制御型DACである．DACを動作させるためには

振幅±2.5 Vの入力電圧が必要であるが，Analog Discovery

から出力される電圧は0～3.3 Vの矩形波である．この電

圧を±2.5 Vに変換するためにレベルシフト回路の設計

を行った．図2はレベルシフト回路の回路図である．  

３．レベルシフト回路の測定  

試作したレベルシフト回路にAnalog Discoveryで生成

した信号を入力し，測定を行った．図3は試作したICチッ

プの写真である．用いる電流源は8-bitであるため，レベ

ルシフト回路の入力および出力はそれぞれ8個の端子で

構成されている．in1から in8まで順に電流を流し，各入力

に対する出力の波形を測定した．図4はin1とB1の測定に

よって得られた波形である．C1（青）が入力，C2（赤）

が出力である．この結果より，振幅3.3 Vの入力電圧を±

2.5 Vとして出力できたことが分かる．よって所望の結果

が得られたと言える．in2以降についても同様な波形が得

られた．

４．まとめ 

DACの動作条件を満たすためにレベルシフト回路を

試作した．測定した結果，3.3 Vの入力電圧を±2.5 Vの出

力電圧へと変換された．今後はレベルシフト回路を含む

電流源を微小位相差計測回路に接続し，評価を行う．  
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図1:ブロック図  

図2:レベルシフト回路の回路図  

図3:試作したICチップ  

図4:測定結果  
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